







































































































































































































national Classification of Diseases）、また障
害モデルの国際生活機能分類（ICF：Interna-
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































価と相談 School AMPSと COPMを用いて」
『作業療法』３１巻１号、３２４０。
谷田憲俊（２００６）：『インフォームド・コンセ
ント その誤解・曲解・正解』、NPO医薬ビジ
ランスセンター。
Wiedenmayer、Summers、Mackie、Gous、Ev-
erard（２００６）：『薬剤師業務のさらなる展開
～患者中心のケアを目指して～』中山健夫
（監訳）、メディカルドゥ。
行岡哲男（２０１２）：『医療とは何か 現場で根本
100
問題を解きほぐす』、河出ブックス。
吉川ひろみ、上村智子（１９９８）：「カナダ作業
遂行測定（COPM）の使用経験」『作業療法』
１７巻３号、２３０２３７。
吉田弘輝、内田由起子、曽我部保文、田口浩之、
鴻上繁（２００２）：「頸髄病変患者が持つ作業
領域での問題点 COPMを用いた検討」『松山
赤十字病院医学雑誌』２６巻２号、７９８２。
山内寿恵、山田孝（２００５）：「クライエント中
心の作業療法における叙述データの有用性」
『日保雑誌』１８巻２号、９８１０４。
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